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当事者による精神看護学の講義から学生は何を学んだか
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WHAT DID THE STUDENTS LEARN FROM THE LECTURE OF PSYCffiATRIC MENTAL HEALTH NURSING 
GlVEN BY THE CONSUMERS OF MENTAL HEALTH CARE SERVICES? 

-THE INTEGRAL LEARINIG THROUGH THE ENCOUNTER WITH CONSUMERS -

Mieko TANAKA * Toyoko SUGAHARA * Kouko WAKASA本

Yuki HAMADA * Kazuko EBATO * 

本研究の目的は、精神障害の当事者による精神看護学の講義から、学生が何を学んだのかを明らかにし、当事者によ

る講義の意義について検討することである。研究対象者は、東京女子医科大学看護短期大学 (1998年度)2年生 98名

と同看護学部 (1999年度)2年生 80名の計 178名である。当事者による講義の終了後すぐに、 10分程度で無記名・自

由記載方式で感想を記述してもらい、それを質的に分析した。学生には感想を研究データとして使用する旨を伝え、了

解の得られたデータを使用した。なお、講師である当事者 3名にも研究発表に対する同意を得た。分析の結果、学生の

学びとして(1)r印象・感想j、(2)r理解j、(3)r認識の変化」、 (4)r社会や医療に対する思い・要求」、 (5)r自分自

身に対する気づきと動機づけJ、(6)r人間としての学び・エンパワーメン卜j、(7)r当事者へのメッセージjの7つの

カテゴリーが抽出され、学生の学びは多元的でその内容は多岐にわたっていることがわかった。結果よりこの講義は学

生に人と人との出会いによる全人格的な学びを提供するものであり、ケアリング過程の存在をそこに指摘できるもので

あることが示峻された。
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Abstract 

The pu叩oseof this study is to clarify what students leamed from the lecture of psychiatric mental health nursing given by the 

consumers of mental health care services. The subjects of this study were a total of 178 second-year students of Tokyo Women's 

Medical College， School of Nursing (98 in 1998) and Tokyo Women's Medical University， School of Nursing (80 in 1999) . As 

soon as the lecture finished， the students were recommended to write their feeling freely unsigned and these data were analyzed 

qualitatively. As a result of analysis， the seven categories of contents studied by the students were found in the following; (1) 

impression and feeli暗， (2) understanding， (3) the change of cognition， (4) opinion and demand toward the society and medical 

care， (5) awareness for themselves and motivation， (6) studying as a human being and empowerment， (7) message for mental 

health consumers. The results suggested that this lecture had had multi-dimensional contents and had provided the students with the 

integral leaming through the encounter with consumers including a process of caring. 
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1.はじめに

精神看護学の教育プログラムに、共同作業所や当事

者会などいわゆる医療枠組みではないところでの当事

者との出会いを積極的に取り入れている教育機関も数

多く出始めてきている 1)2) 0 Katz.A.H.は、専門教育の

中に患者の体験していることやセルフヘルプの活動に

ついて知る機会を組み入れることの大切さについて述

べ、カナダではそのようなカリキュラムが組まれ実施

されていることを紹介している 3)。日本における当事者

による講義の試みについては、すでに久保が、「社会福

祉学科」におけるさまざまな当事者活動を行う人たち

による 13IPI連続 (2単位)の講義について報告してい

る。久保はこうした講義での学生の学びの有効性を示

し、看護や医療の教育の中にこのような取り組みを積

極的に導入していくことを提案している 4)。

本学でも 1997年度より、精神看護学の最後の講義に、

精神障害の当事者を講師として招き、これまでの体験

や現在行っている当事者活動などについて話をして頂

く機会を設けている。そのねらいは、学生に当事者運

動やセルフヘルプ活動の実際について知る機会を提供

するということはもとより、それまでの講義で専門職

としての援助を学んできた学生が、今一ー度原点に返り

看護サービスを受ける側からの視点に触れることで、

今後、援助者としてよりダイナミ ックに成長していく

ことを期待してのことである。 しかし学生が実際にど

のような学びをしたのか、またこうした講義の意義は

どのような点にあるのかというと不明瞭なところも多

い。そこで、本報告では、当事者による精神看護学の

講義から、学生が実際にどのようなことを学んだのか

を明らかにし、当事者による講義の意義について検討

したい。

IT.研究方法

研究対象:

(I)東京女子医科大学看護短期大学・2年生 98名(1998

年度)、

(2)同・看護学部 2年生 80名 0999年度)、計 178

名

調査方法:当事者による講義の終 f後すぐに、 10分
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税度で無記名・自由記載方式で感想を記述してもら っ

た。なお、この時点で学牛.は、精神病院での一日見学

実習を終えており、精神看護学の教育プログラムの中

ではすでに患者としての精神隙筈者に出会う体験を l

日だけ持っている。

分析方法:自由記載された感想を質的に分析、コー

ド化しカテゴリーを抽出した。なお、分析にあたっては、

研究者間で共通見解に達するまでデイスカ ッシ ョンを

行った。

倫理的配慮:学牛ーには感想、を研究データとして使用

する旨を伝え、了解の得られたデータを使用した。ま

た、講師である当事者3名にも研究発表に対する同意

を得た。なお、講師である 3名の方々は、自らの当事

者としての体験をさまざまな場で積極的に公表してお

り、本報告においても氏名の公表を希望された。

m.講師および講義内容の紹介

講師は、現在地域で当事者活動を行っている、東京

ドロ ップインセンタ一新宿あけぼの会会長の沢田儀雄

氏、同会理事の関根邦夫氏、埼玉県精神障害者団体連

合会・事務局長の有村律子氏の 3名である。講義では、

発病前からの経緯、入院時の体験、現在の当事者活動

やピアカウンセリング活動なとeについて、それぞれの

体験に基づいて話をして頂いた。なお、教員は司会者

としての役割をとり、講師の紹介や質疑の司会を行っ

fニ。

N.結果

学生の感想、を質的に分析した結果、以下の 7つのカ

テゴリーとそれを構成するサブカテゴリーに内容が分

類された。各々のカテゴリーの内容を学生の生の 言葉

によって示すこととする。

1.印象・感想

印象・感想のカテゴリーは、(I)当事者の印象、 (2)

話を聞いての感想、 (3) 共感・情緒のサブカテゴリー

に分類された。

内容としては、(1)当事者の印象では、「やさしい」、

「温かい」、「心が和む」、「穏和な雰閤気」、「明るい」、「気



さく」、「まじめ」、「話がわかりやすいj、「おもしろいJ、

「嫌いている」、「元気」、「生き生きしているJ、「前向き

に生きている」、「パワーがある」、「行動力があるj、「誇

りをもっている」、「自分の考えをもっている」、「堂々

としている」、「勇気がある」、「充実した人生を歩んで

いる」などがあった。 (2) 話を聞いての感想では、「リ

アルj、「生の声が聞けてよかった」、「生々しい」、「追っ

てくるj、「とてもよくわかる」、「興味深かった」、「温

かな気持ちになった」、「夢中で聞いた」、「感動した」、

「真実という京みがあった」、「内容が濃い」、「説得力が

あったJ、「思いが伝わってきた」、「新しい発見だった」、

「深く考えさせられる機会となった」などがあった。 (3)

共感・情緒では、「いたたまれないJ、「苦しみが痛いほ

ど伝わるj、「苦労をしみじみと感じたJ、「辛い時期を

乗り越えられたんだJなどがあった。

以上、全体に当事者の印象は明るいイメージが多く、

リアルで貴賓な体験であったと肯定的な感想が多く、

かつ情緒的で共感的な体験が伴っていた。

2.理解

理解のカテゴリーは、(1)当事者のありのままの病

気体験の理解、 (2) 精神障害者の置かれている現状の

理解、 (3) 支援の必要性の理解、(4)医療の現状の理

解に分類された。

内容としては、(1)当事者のありのままの病気体験

の理解では、「発病に至るまでのさまざまなストレスが

わかったJ、「保護室の体験を生々しく追体験した」、「幻

聴や幻覚を不思議な世界だと思った」、「閉じこめられ

ることのつらさJ、「急性期や発病時のことをよく覚え

ているj、「客観的に自分を分析している」、「病気であ

ることを受け止めているJ、「症状もその人のメッセー

ジであることがわかった」、「妄想などもその人には理

屈が通っているJ、「病気の状態の時のことがやっと少

しわかったJなどがあった。 (2)精神障害者の置かれ

ている現状の理解では、「目に見えない障害や病気の大

変さ」、「障害を理解されにくい状況の大変さJ、「薬を

飲みながら体調を整えることの大変さj、「生計を立て

ることの難しさ」、「生活をしていくことの大変さj、「生

活背景・社会的立場など全体をみることの大切さj、「差

別の苦労」、「偏見や差別の存在」、「肩身の狭い思いを

してきた歴史」などがあった。 (3) 支援の必要性の理

解では、「周囲のサポートの意味がわかった」、「支えて

くれる人の大切さ」、「家族の関わりが重要だと思ったj、
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「人は人に支えられている」などがあった。 (4) 医療の

現状の理解では、「日本の精神医療は遅れている」、「日

本の医療は，思ったより遅れている」などがあった。

当事者にとってのありのままの病気体験を追体験す

ることで、病気の世界や入院中の気持ちなどを感覚的

に理解すると同時に、生活のしづらさや差別などによ

る当事者の苦労、また日本の精神医療の立ち遅れの現

状などについて具体的な話を通して目を聞かれていた。

3.認誌の変化

認識の変化のカテゴリーは、(I)精神病・精神障害

者に対する認識の変化、 (2) 当事者活動の評価に分類

された。

内容としては、(1)精神病・精神障害者に対する認

識の変化では、「精神病は特別な病気ではないJ、「身近

な病気」、「私たちと隣り合わせ」、「人ごとではないJ、

「精神障害者に対するイメージが変化した」、「自分の中

の差別が小さくなった」、「社会復帰ができるんだと，思っ

たよ「障害者として認識できた」などがあった。 (2)

当事者活動の評価では、「当事者が声を挙げることが必

要j、「ピアカウンセリングの有効性」、「専門家より当

事者同士の方が苦しみがわかる」、「地道な活動である

ことを理解したJ、「仲間同士の支え合いの強さ」、「自

分だけではない安心感」、「経験は知識より強い」、「自

分の体験を生かして同じように苦しんでいる人を助け

ようとする活動はすばらしいJ、「当事者活動を組織化

することの大切さJ、「このような活動をすることによっ

て偏見がなくなっていく j、「社会の変化や国の政策、

偏見の改善に役立つJなどであった。

当事者と接し直接話を聞くことで、精神病や精神障

害が特別なものではなく、身近で切実なものと感じる

一方、当事者活動の実際を知ることでその有効性や意

義を感じていた。

4.社会や医療に対する思い・要求

社会や医療に対する思い・要求のカテゴリーは、(I)

社会に対する思い・要求、 (2) 医療への思いに分類さ

れた。

内容としては、(I)社会に対する思い・要求では、「社

会資源の不足」、「福祉制度の充実の必要性」、「公的支

援が少ない」、「国や行政がもっと積極的に対応すべき」、

「障害者手帳がもっと有効になってほしい」、「一般の人

が精神障害者のことを知る機会が少ない」、「精神障害



者に対する理解を教育の中でもっとすべき」、「精神科

に気軽に受診できるようになったらいい」、「無知が偏

見につながるJ、「健常者の方から障害者の}jへ歩み寄

るべき」などがあった。 (2)医療への思いでは、「患者

へ苦痛を与えない病院作りの必要性」、「当事者にと っ

て辛い経験とならない反療や看護の必要A性J、「人とし

て接することの大切さ」、「普通に関わることの大切さ」、

「どういうケアをしていくべきか考えるきっかけとなっ

た」などがあった。

社会に対する思い・要求では、福祉制度の不足の認

識から教台.への要望まで、内容に広がりがみられ、一

方で自らが今後関わる医療に関しでも、実際に看護者

としてどう関わっていくべきかについて考える機会と

していた。

5. 自分自身に対する気づきと動機づけ

自分自身に対する気づきと動機づけのカテゴリーは、

(1)白己への気づき、 (2) 自分ができること、 (3) 学

習意欲・動機づけ、(4)新しい視点・当事者と医療者

の隔たりに分類された。

内容としては、(I)自己への気づきでは、 「気づかな

いうちに偏見をも っていた」、「偏見をもってしまった

自分が恥ずかしいJ、「まだ偏見は自分の中にある」、「ど

んなことをいったらよいのかわからず考えすぎてしま

う自分がいる」、「自分の立場でしか考えてこなかった」

などがあった。(2) 自分ができることでは、「自分がで

きることを考えていきたい」、「一般の多くの人に伝え

る人になりたい」、「自分の周りにいる人から意識を変

えていきたいj、「支える人になりたい」、「精神障害者

が社会に出ていけるように援助していきたい」、「看護

者として社会へのつなぎ役となりたいj、「周囲の悩ん

でいる人にすすんで声をかけたい」などがあった。(3)

学習意欲・動機づけでは、「もっと知りたい」、「もっ

と聞きたいj、「も っと当事者活動に関心をもちたい」、

「もっと病気についても理解を深められたらよいj、「精

神障害の看護を学んでいきたいj、rn分の偏見を見つ

めながら勉強したい」、「今日のことをこの先につなげ

ていきたい」、 「患者と関われるようになりたい」、「当

事者活動に足を運びたいj、「看護者として不安や恐怖

を軽減し、安心感を与えられる存在になりたい」など

があった。(4)新しい視点・当事者と医療者の隔たり

では、「当事者からみた社会がみえた」、「広い視野でみ

られるようになった」、「自分では患者を受容したつも

一70一

りでも本当の苦しみはわからないと思うJ、「医療者よ

りも当事者同士の方が理解し合えるというのは寂しい

気もするがそうだなと思う」などであった。

当事者の話を聞いて自己の偏見や考え方に気づき、

そこから自分にできることを考えたり、「もっと知り

たいj、「学びたいJという動機づけへとつなげていた。

また当事者の側から杜会をみたり、 当事者と医療者の

隔たりを感じたりと、視野を広げたり深めたりしてい

た。

6.人間としての学び・工ンパワーメント

ここでは「人間として学んだj、「病気について話す

ことの勇気」、「当事者からのメッセージに励まされたj、

「なぐさめられたJ、r(患者・当事者ではなく )00さ

んとして接することの大切さ」、「牛ーき生きしていてう

らやましいj、「頑張って来り越えることでこんなに生

き生きできるんだJ、「闘う女性の姿をみた」、「同じ女

性として共感した」、 「自分の何かを少しずつ変えてい

けそうな気がした」、「これから自分が辛い体験をすれ

ばするほど人の気持ちがわかるようになる」、「自分を

大切にしたいJ、「自分の精神管理の大切さ」、 「息抜き

して生きていくことの大切さjなどであり、個人とし

ての当事者と出会うことで、看護者としてばかりでな

く人間としても学んだり励まされたりして、自己の生

き方をみつめる機会としていた。

7. 当事者へのメッセージ

当事者から受けたメ ッセー ジに対して、学生から 当

事者へのメ ッセージもあった。内容は、「頑張って欲し

い」、「感謝の気持ちでいっぱい」、「ありがとうござい

ましたJ、「疲れませんでしたか?Jなどであった。

以上のように学生の学びは多元的で、その内容は多

岐にわたっていた。図1.に示すように、学生は、情

緒的で、共感的な体験を伴った「印象・感想」をもとに、

ありのままの病気体験や精神障害者の置かれている状

況などの「理解jへと進み、またそれらをもとに、精

神病や精神障害者に対する「認識の変化」を体験して

いた。一方で、精神障害者の置かれている状況の理解、

支援の必要性の理解に基づいて、「社会や医療に対す

る思い・要求」へと 自らの考えを発展させるとともに、

精神障害者への「認識の変化」にも刺激され、視点を

内己へと向け「自分自身に対する気づきや動機づけ」
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理解 社会や医療に対する思い・要求
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図1.当事者による精神看種学の講疎から学生が学んだこと

へつなげていた。

さらに学生は、これら全体を「当事者からのメ ッセー

ジ」として受け取り、「人間として学びj、[エンパワー

メント」されていた。そしてこうした当事者からのメッ

セージに対し、 学生側からも「当事者へのメッセージ 」

を返していた(図1.)。

v.考察

結果に示されたように、学生の学びは多元的で多岐

にわたっていた。学生は、病気や入院の体験、生活障害、

社会的不利などについて、単に知的な理解に留まらず、

追体験を通して感性を伴った学びをしていた。またそ

のことによって、精神障害者に対する認識の変化を経

験し、社会の問題にまで視野を広げていた。 ー方、外

に対し視野を広げるばかりでなく、自分を見つめると

いう内省的な作業もみられ、今後の学習への意欲や精

神看護を学ぶ動機づけへとつなげている学生 もいた。

さらに、看護を学ぶ学牛，としてばかりでなく、人とし

て何かを学んだり励まされたりし、そうしたメッセー

ジに応えようとしている学生もいた。

この学びの経験が、今後どこまで学牛ーに影響を及ぼ

すのか知ることは今はできないが、少なくともこの感

想の分析からは、学生の学びが人と人との出会いによ

る全人格的な学びであった可能性は指摘できるであろ

う。この講義は、学生の感性に訴え響きわたることで

学使に包括的な学び、視野の広がり、内省を促し、か

っ学体の動機づけや関心、を喚起する点で、ケアリング

過程の存在をそこに指摘できるものであろう へ

Fisher，L.は、看護者の倫理観を育てるツールの ーっ

として、当事者の体験を聞くことにより患者体験に敏

感になることについて述べている 6)。医療の枠組みの

中では、援助者は援助することであまりに優位に立つ

ことができる。辛い経験をくぐり抜けてきた当事者は、

援助を求めるか弱き者ではなく、人生の師としてそこ

から学ぶ者としておそらく畏敬の念さえ感じさせる存

在である。「語る主体」としての当事省に出会うとき、

学生は、今後患者として出会うであろう人と自分との

対時を経験するのではないだろうか?学!牛の言葉や沈

黙には、専門家としての防衛を解かれたときの自我の

揺らぎさえ感じられる。 しかし、援助する人と援助さ

れる人の枠組みが崩されたときこそ、倫理感の素地の

形成が始まるものと思われる。こうした体験がいずれ
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患者として出会ったときにも援助者側の微妙なスタン

スの違いとなって現れることを期待するのである。
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